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　原料、エネルギー等のインプットおよび製品、環境排出物等のアウトプットを示しています。
　当社グループでは、環境負荷低減のため、排出物の削減を図るとともに、省資源の見地から投入する原料、エネルギーおよび用水の節減を
推進しています。また、カーボンニュートラルへの取り組みにより、CO2排出量削減を推進しています。
　2020年度は、昨年に引き続き、COVID-19の感染拡大による経済活動の停滞が続き、原材料の投入量、製品の販売量等、多くの項目がさら
に減少しました。
　しかし、年度後半は回復への動きが見られ、2021年度は経済活動回復による増加が見込まれています。当社グループでは前述の活動により、
インプットの増加に対して、環境に影響を与えるアウトプットを削減するように取り組み、温暖化等の気候変動対策へ貢献していきます。

● マテリアルフロー

※1 使用原材料に占める再生可能原材料比率は現時点では約2.7％ですが、さらに再生可能原料の使用比率を高めるべく開発段階から取り組みを進めています。
※2、3、4、6　P.108用語集参照。SOx、NOx、ばいじんは排ガスの測定結果および燃料使用量等から自社で定めた計算方法により算定しています。ばいじんに関しては、海外

での測定基準が異なるため、現在のところ国内データのみの集計です。CODは測定濃度と排水量から算定しています。海外のCODに関しては、排水中のCOD測定を実施
している事業所を対象としました。また、測定に用いる酸化剤の種類（主に重クロム酸カリウム）が異なるため別表記としました。

※5  排水量の把握は、下水への排水は使用量の明細より算出しています。公共水域の排水は、流量計を設置している事業所はその測定値より、設置していない事業所は水使用
量より、算出しています。

※7 廃棄物量中の危険廃棄物の数量は5,714tです（各国定義による）。なお危険廃棄物の数量は、保証対象ではありません。
※ 製品出荷量および製品販売額は、保証対象ではありません。

■ 環 境 対 策 投 資

　当社グループでは2000年度より国内グループ会社の環境保全
にかかわる投資額を集計しています。2020年度は合計では2.4億
円の投資を実施しました。
　カーボンニュートラルへの対応を踏まえ、2020年度より本格
的に太陽光発電の導入を開始し、2021年度以降も段階的に各事
業所へ展開していきます。今後もCO2排出削減に向け、積極的な
投資を検討していきます。

●2020年度の環境対策投資額
分類 投資額（百万円）

環境への排出抑制 9

省エネルギー 234

廃棄物処理、削減・リサイクルほか 0

合計 243

※　集計対象期間および対象事業所は、P.3記載の国内事業所です。

マテリアルフローと環境対策投資

原料※1

樹脂原料

151,594ｔ

樹脂

56,599ｔ

基材・フィラー 溶剤

8,101ｔ 

環境排出

ＳＯｘ※2：27ｔ　ＮＯｘ※3：52ｔ
ばいじん※4： 0.2 t

排水：5,531 千ｍ³ ※5

（下水：617 千㎥、公共水域：4,914 千㎥）

ＣＯＤ※6：国内 22 t、海外 6 t

化学物質排出量：
（うち国内事業所化管法対象物質：5ｔ）

製品

343,630ｔ
（重量での算出が難しい製品販売額：16,443 百万円）

有価物

9,034tエネルギー

104,428 kL
（原油換算）

（4,048 千 GJ）

副資材・その他

18,381ｔ

用水

5,089 千ｍ³
（上水道： 745 千ｍ³）

（工業用水： 595 千ｍ³）
（ 地下水： 3,749 千ｍ³） 

廃棄物：16,277ｔ ※7

内訳 : 埋立廃棄物 3,324t
単純焼却廃棄物 3,112t
再資源化廃棄物 9,841t

INPUT OUTPUT

OUTPUT

ＣＯ2：202,607ｔ
（スコープ1：76,193 t）（スコープ2：126,414 t）

（内：廃液燃焼：1,220 t）

各拠点／
工場

75,826ｔ

255 t
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